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愛知県のカワウの
生息状況の変化

石田 朗（愛知県 森林・林業技術センター)

伊勢湾 三河湾

表浜

木曽川

矢作川
豊川

カワウの生息地としての愛知県①

・大きな内湾
伊勢湾・三河湾

・遠浅の海
内湾＋表浜

・多くの河川
木曽川・矢作川・豊川

・盛んな農林水産業
平野部のため池
沿岸部の養魚池

→多様な水辺の環境や人の活動が生息に影響

カワウの生息地としての愛知県②
・カワウとの共存共栄の時代（100年以上）
知多半島「鵜の山」で1839（天保10）年頃～1966（昭和41）年
→採糞、その後も観光事業は継続 佐藤（1996）

・カワウ減少期の数少ない生息地
多くの地域でカワウがいなくなった1970年前後
→知多半島「鵜の山」にカワウ生息（当時最大）

・他地域に先駆けて個体数が増加
1980年代から有害駆除が始まる

・個体数増加に転じて50年近く経過
→現状は？個体群管理の方向性は？

→生息状況の変化とともに
人とカワウの多様な関係が見られる

愛知県でカワウの生息状況を
把握するためにやっていること

１．カワウのねぐらやコロニーを見つける

２．ねぐらやコロニーで個体数を数える

３．コロニーで営巣数を数える

４．餌場への飛来状況をみる

５．カワウの移動状況をみる

※県、漁協、野鳥の会、大学、その他多くの方々が
カワウの調査に関わってきた。

１．カワウのねぐらやコロニー
を見つける

・カワウがいると気が付くのは･･･

周辺が糞で白くなる（特に冬）
枯れ木や枯れ枝、倒木がある



B-2

・朝カワウが飛んでくる方向、
夕カワウが飛んでいく方向
に注意する。

こちらには、ねぐらはない
はずだけど・・・

・地図で水辺にある緑地を
確認

・現地に行ってコロニー確認

・近所の人にいつ頃から
いるか聞き取り
現地の人は知っている

・調べていることがわかれば、
教えてもらえる
植物採集の人、釣り好きの人、
etc

・カワウではないですが・・・
ホームページを活用した
カワウの目撃情報収集システム
を構築する方法もある。

愛知県で試行中のシカと
その被害目撃情報収集システム

【入力画面】

【結果表示画面】

愛知県内カワウ個体数と繁殖の有無
（2013年３月時点）

過去に確認情報のある
ねぐら・コロニー

※昔から鳥を見ている人に聞いたり、
町村史などの文献で情報収集

3,000～10,000羽
500～ 3,000羽

1～ 500羽

ねぐら

コロニー

コロニー

ねぐら

～1990年

～1985年
鵜の山

～1980年

～2000年

愛知県内のねぐら・コロニーの分布の変化

愛知県のカワウのねぐら・コロニーの形成
ねぐら・コロニーの分布変化から

わかったこと、考えられること

・コロニーは、ねぐらから始まる

・県や地域で最初にコロニーができる
場所は、個体数増加の起点となる

おかあさんと子供、孫の関係
良好な餌場＆攪乱のない水辺の林

・コロニー成立の順番は、条件の良さや
分布拡大の流れ（他地域からの増加圧）
を表している？

追い出し難さの順とも考えられる
→対策を考える上で考慮すべき点

・コロニーは、
大規模・少数から小規模・多数へと推移
一度追い出されても復活することが多い

“おかあさん“
“Mother colony”

“子供“

“子供“

“孫“

“孫“
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２．ねぐらやコロニーで
個体数を数える

３．コロニーで営巣数を数える
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愛知県のカワウの個体数の変化
（中部・近畿カワウ広域協議会調査開始後 愛知県自然環境課データ）
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愛知県のカワウの個体数の変化
（愛知県自然環境課データ＋愛知県(1983)、日本鳥類保護連盟(1988)、中部テクノ私信）

文献のデータ等を合わせてみると
現在までのカワウの動向が見えてくる

コロニーは
「鵜の山」のみ

「鵜の山」以外の
コロニー確認

1830～1966年
「鵜の山」で採糞

鵜の山
弥冨野鳥園
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関東（含む福島、新潟、山梨、静岡東部：12月）

愛知県（12月）

滋賀県（５月）

愛知県と関東・滋賀との個体数変化の比較
（福田(1992), 日本野鳥の会(1994-1998), 愛知県(1983), 滋賀県(2010), 環境省(2015)）

（年）

（羽）

個
体
数

・他地域に先駆けて個体数が増加
1980年代から有害駆除が始まる

「鵜の山」以外の
コロニー確認

愛知県内で有害駆除始まる
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愛知県森林公園における個体数・営巣数の変化
（石田(未発表)）

・コロニーでは、ねぐら利用個体と繁殖利用個体が混在する

・当初は年間最大は冬期
ねぐらの性格が強い

・次第に年間最大は春期に移行
繁殖個体の割合が増える
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弥冨野鳥園における個体数・営巣数の変化（5月）
（愛知県自然環境課、中部テクノ データ）

・繁殖開始以来、急激に個体が増加したが、
営巣エリア抑制により個体数は頭打ちになった

営巣エリア抑制
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４．餌場への飛来状況をみる 木曽川（中流） 豊川（下流）

表浜三河湾（汐川干潟）

・カワウの群れ
：いつもいるわけではない

餌の魚の群れの動きと関連？

中日新聞（2014.1.19）

５．カワウの移動状況をみる

２５㎞

いくつかのねぐらを移動
するが、採食場所の
ほとんどは利用する
ねぐら・コロニーから
15ｋｍ以内

愛知県、岐阜県で
GPS衛星追跡による
８個体のカワウの
日常行動圏を調査

（日野・石田（2012）を改変）

愛知県

三重県

岐阜県

滋賀県

静岡県

（参考）関東・中部・近畿での衛星追跡に
よる日常行動圏調査→平均10.3km

（バードリサーチ2009）

ねぐら・コロニー

採食地 放鳥地

カワウの生活→ねぐら・コロニーと餌場を往復
福井県

長野県

・知多半島「鵜の山」にしか
コロニーがなかった時期の行動圏

レーダーを用いた調査で
最長60kmの地点まで
カワウが移動することが確認された。

愛知県（1983）

→ねぐら・コロニーの密度が低い
地域では１日の行動圏が広い
可能性がある。

→ただし、この調査は非繁殖期に
実施。１日の行動圏は
非繁殖期＞繁殖期か（まだ仮説）

愛知県（1983）


